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　明けましておめでとうございます。初詣は行かれましたか？初詣先として本誌連載のパワースポット巡りが一助と
なれば幸いです。ある本に「あらゆる富は人間の労働と自然の恵みでできている」と書いてありました。パワー
スポットでパワーをもらい、自然の恵みに感謝しつつ、楽しく活気ある一年にしたいですね。

手羽先唐揚げ

手羽先に軽く塩コショウをする。1
2

おすすめ
レシピ

管理栄養士西島優里の管理栄養士西島優里の

ギフトセンターギフトセンター
　明けましておめでとうございます。今年は酉年です。十二支や干支の考え

方では、酉のつく年は商売繁盛に繋がると考えられています。酉（トリ）は「取り

込む」に繋がるといわれ、そこから運気もお客も取り込めるというものです。また

酉の由来に「果実が極限までに熟した状態」というものが。そこから物事が頂点

まで極まった状態が、酉年だといわれています。仕事や私生活において何らかの

成果が得られるかもしれませんね。今年は酉年ということで、大人から子供まで

幅広い年齢に喜ばれる愛知のＢ級グルメをご紹介させていただきます。

ビニール袋に手羽先と衣になる2種類の
粉を入れ、振って衣付けをする。

3 揚げ油を低温に熱し、衣付けした手羽先を
揚げる。
あまり高い温度にせずゆっくり揚げる。揚げ
た手羽先はキッチンペーパーに上げ、油を
しっかりきっておく。

4 たれの材料を鍋に入れ、一度加熱する。
油をきった手羽先を入れ、しっかりからめる。
お好みで粗挽きコショウやごまをかけてでき
あがり。

材料
手羽先
塩コショウ

揚げ油

小麦粉
片栗粉

衣

10本
適量

大さじ１
大さじ１

大さじ２
大さじ２
大さじ２
適量
適量

醤油
みりん
砂糖
にんにく(チューブ)
しょうが(チューブ)

たれ

お好みで
粗挽きコショウ、ごま

適量！

レトルト食肉の
高付加価値化の可能性？
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新年のご挨拶

母豚の多産化における
人工乳の重要性

Topics「大寒のたまご」「金福卵手箱」 テクニカルセンター　大串 淳
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全 国パワースポット

　「奈良の大仏」で有名な華厳宗大本山の寺院で、正式名称は金光明四

天王護国之寺です。8世紀後半に国家の安定を願い、聖武天皇が国力

を尽くして建立し、全国の国分寺の中心、「総国分寺」と位置付けられまし

た。大仏殿をはじめ多くの国宝・国指定重要文化財があります。二度焼

失したものの江戸時代に再建され、今日も多くの観光客が訪れています。

東大寺

　『古事記』や『日本書紀』の記述か

ら、日本最古の神宮といわれます。布都御魂大神をはじめとした物部

氏の氏神を祀り、健康長寿・病気平癒・除災招福・百事成就の信仰

があります。現存する中で最古の拝殿は国宝に指定され、楼門は重

要文化財に指定されています。

大神神社
おお  みわ

石上神宮

「奈良の大仏」盧舎那仏が鎮座する、世界最大級の木造建築物で、東
大寺の御本尊です。巨大で迫力のある大仏様ですが、優しいお顔を
していて、今も昔も訪れる人たちに温かいパワーを与えてくれています。

大仏殿

大仏殿を東に進んだ所にある、見晴しのよい二月堂や、東大寺最
古の建物法華堂。大仏殿よりも観光客が少なく、喧騒を離れて静
かなエネルギーを感じられます。

二月堂・法華堂 （三月堂）

闇を払い夜明けを告げること
から神聖視されてきた御神
鶏。境内で飼われている鶏は
木の枝の上で眠り、決して落
ちないことから受験・人気・業績などが「落ちない」ご利
益があるといわれています。鶏たちはとても人懐っこく出
迎えてくれるので、神社の静寂な雰囲気の中で癒しを与
えてくれます。

御神鶏

「若宮15社めぐり」の摂末社のひとつ。
日本で唯一、夫婦の大国様（大國主命、須勢
理姫命）を祀っているということで、良縁や
夫婦円満のご利益があります。ハート型の
絵馬や、水に浮かべる水占が人気です。また、
須勢理姫命の持ち物である「しゃもじ」に
願いを書くと叶えてくれるといわれています。

夫婦大國社

春日大社

奈良のパワースポットあをによし

　大和国一之宮。御祭神

大物主大神の鎮まった三

輪山をご神体としています。

『古事記』や『日本書紀』に創祀が記されていること等から、日

本最古の神社と称され、知る人ぞ知る強力パワースポットです。

修学旅行でも定番の奈良は、日本国発祥の地といわれ、

由緒正しい寺や神社が多くあります。そんな数ある名所から、定番スポットを含め、

お勧めのパワースポットをご紹介します。

大仏様の鼻の穴と同じ大きさと言われる柱くぐり。この穴を
くぐると無病息災のご利益があるといわれています。大人が
通るには狭いですが、子ども達に大人気です。

東大寺、春日大社共に「古都
奈良の文化財」の一つとして
世界遺産に認定されていま
す。奈良公園の可愛らしい鹿
たちにもとても癒されます。

INFORMATION

東大寺
●奈良市雑司町406-1（入堂料：中学生以上500円、小学生300円）  ● 0742-22-5511
● JR奈良駅から市バス「大仏殿春日大社前」下車徒歩5分、または近鉄奈良駅から徒歩約20分

INFORMATION

石上神宮
●天理市布留町384（無料駐車場有）  ● 0743-62-0900
●ＪＲ、近鉄天理駅より徒歩30分、
  奈良交通バス「石上神宮前」下車徒歩5分（※一日数本なので注意）

INFORMATION

春日大社
●奈良市春日野町160  ● 0742-22-7788
● JR奈良駅、近鉄奈良駅から奈良交通バス「春日大社本殿」下車すぐ
●本殿前特別参拝 初穂料：500円

INFORMATION

大神神社（表紙写真）
●奈良県桜井市三輪1422（無料駐車場有）  ● 0744-42-6633
●ＪＲ三輪駅より徒歩5分

　768年、平城京の守護と

国民の繁栄を祈願するた

めに創建された神社で、全

国の春日神社の総本山で

す。春日神（武甕槌命、経津主命、天児屋根命、比売神）を祀
る4棟の本殿は国宝に指定され、その他多くの重要文化財等を

有しています。また、参道にいる鹿は、神様のお使いとして崇め

られています。

壁には
有名人のサインが
並んでいます！

三輪の神様の荒魂を祀り、病気平癒や薬の神様
として信仰されています。拝殿脇の「薬井戸」
は万病に効く御神水が湧くとされ、多くの参拝
客がこの水を汲みに来ます。

狭井神社
さ  い

かつては禁足地であったご神体山に登ること
ができます。強力なパワーが得られそうですが
神聖な場所なのでしっかり決まりを守りましょう。

三輪山登拝口

大物主大神に助けられた「因幡の白うさぎ」に
ちなんだ「なでうさぎ」。なでると病気平癒のご
利益や、運気が上がるといわれています。

なでうさぎ
二月堂 法華堂 (三月堂)

きん こう みょう し

てん のう  ご  こく  の  てら

る   しゃ  な  ぶつ

たけみかづちのみこと ふつぬしのみこと

おおくにぬしのみこと すせ

りひめのみこと

あめのこやねのみこと ひ  め がみ

ふつのみたまのおおかみ

大物主大神の化身とされる白蛇が棲むとい
われた御神木。蛇の好物の卵などをお供え
すると良いといわれています。

巳の神杉

おおものぬしのおおかみ

近鉄田原本線

石上神宮
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新
年
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
旧
年
中
は
お
客
様
を
は
じ
め
沢
山
の

皆
様
に
お
世
話
に
な
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
を
振
り
返
り
な
が
ら
考
え
て
み
ま
す
と
、
台
風
・
豪
雨
・
地
震
・
噴

火
等
多
く
の
異
常
気
象
が
各
地
で
起
こ
り
、
夏
の
記
録
的
暑
さ
の
更
新
・
記

録
的
豪
雨
等
の
言
葉
も
日
常
的
に
聞
か
れ
る
様
に
な
り
ま
し
た
。
地
球
温

暖
化
は
今
後
も
進
み
、自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
位
の
心
構
え
が
重
要
か
と

感
じ
て
い
ま
す
。
飼
料
製
造
や
畜
産
に
も
影
響
を
及
ぼ
す
事
が
懸
念
さ
れ

ま
す
が
、
昨
年
の
4
月
か
ら
は
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
国
家
備
蓄
も
消
さ
れ
、

民
間
ま
か
せ
の
状
況
に
晒
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

世
界
経
済
に
お
き
ま
し
て
も
、米
国
大
統
領
選
は
思
わ
ぬ
結
果
に
終
わ
り
、

為
替
も
一
瞬
円
高
に
向
か
い
ま
し
た
が
、
執
筆
現
在
は
株
高
、
ド
ル
高
、

金
利
差
拡
大
と
、ト
ラ
ン
プ
リ
ス
ク
な
ら
ぬ
ト
ラ
ン
プ
フ
ィ
ー
バ
ー
へ
と
陥
っ
て

い
ま
す
。Ｔ
Ｐ
Ｐ
の
行
方
や
日
米
同
盟
が
ど
う
な
る
か
等
不
安
要
素
が
日
本
に

重
く
伸
し
掛
か
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
畜
産
物
の
相
場
は
悪
く
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
が
、畜
産
業
界
の

根
本
的
な
販
売
・
流
通
構
造
等
は
何
も
変
わ
っ
て
い
ま
せ
ん
。
増
頭
増
羽
が

大
き
く
起
き
る
、
何
等
か
の
要
因
で
相
場
が
反
転
し
た
時
、
或
は
穀
物
の

新
年
の
ご
挨
拶

豊
橋
飼
料
株
式
会
社

     

代
表
取
締
役
社
長     

平
野
　
正
規

急
激
な
価
格
上
昇
、そ
の
他
世
界
経
済
に
不
安
が
起
こ
れ
ば
あ
っ
と
言
う

間
に
相
場
価
格
に
苦
し
め
ら
れ
る
環
境
が
現
実
と
な
っ
て
し
ま
う
可
能
性
も

否
定
で
き
ま
せ
ん
。
安
定
し
た
飼
料
・
畜
産
業
界
を
構
築
し
、
多
少
の
相
場

変
動
位
の
こ
と
で
は
揺
る
が
な
い
業
界
に
し
て
行
く
に
は
誰
が
何
を
す
れ
ば

よ
い
の
か
、業
界
に
関
係
す
る
す
べ
て
の
人
が
一
考
す
べ
き
時
代
に
な
っ
て
い
る

と
感
じ
ま
す
。
畜
産
に
係
わ
る
資
材
を
１
円
で
も
安
く
す
る
事
も
大
切

で
す
が
、
安
定
し
て
生
産
す
る
事
、そ
し
て
生
産
コ
ス
ト
を
畜
産
物
価
格
に

適
正
に
反
映
す
る
仕
組
み
が
大
切
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

本
年
も
当
社
の
経
営
理
念
で
あ
り
ま
す『
国
内
畜
産
の
未
来
を
ひ
ら
き
、

食
卓
に
信
頼
を
お
届
け
す
る
』に
基
づ
き
、
生
産
者
や
消
費
者
の
皆
様
の

ニ
ー
ズ
に
幅
広
く
耳
を
傾
け
、
素
早
く
反
応
し
、よ
り
多
く
の
方
を
笑
顔
に

で
き
る
マ
ル
ト
グ
ル
ー
プ
で
あ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、明
る
い
良
い
年
と
成
る
事
を
祈
念
致
し
ま
し
て
、

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。旧
年
中
は
皆
様
方
に
大
変
お
世
話

に
な
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
は
酉
年
と
い
う
こ
と
で
、
鶏
肉
業
界
に
お
き
ま
し
て
も
飛
躍
の
年
に

な
る
だ
ろ
う
と
大
い
に
期
待
を
し
て
お
り
ま
す
。
鶏
は
弥
生
時
代
頃
か
ら
、

鳴
き
声
に
よ
り
朝
の
到
来
を
告
げ
る「
時
告
げ
鳥
」と
し
て
利
用
さ
れ
た
と
の

話
が
あ
り
ま
す
。現
在
で
は
鶏
肉
と
し
て
世
界
の
食
料
を
引
っ
張
る
重
要
な

食
品
産
業
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。そ
の
料
理
方
法
も
、
水
炊
き
が
主
流
で

あ
っ
た
時
代
か
ら
、
現
在
で
は
調
理
器
具
の
充
実
も
あ
り
、
焼
い
た
り
揚
げ

た
り
、ま
た
蒸
し
た
り
す
る
幅
広
い
料
理
方
法
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。鶏
肉
の

優
れ
た
味
は
言
う
ま
で
も
な
く
、健
康
に
役
立
つ
食
品
と
し
て
も
高
い
評
価
を

得
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
鶏
肉
に
は
、
疲
労
回
復
に
役
立
つ
物
質
の
イ
ミ

ダ
ペ
プ
チ
ド
が
多
く
含
ま
れ
る
こ
と
な
ど
が
そ
の
最
た
る
理
由
と
思
い
ま
す
。

　

私
ど
も
丸
ト
ポ
ー
ト
リ
ー
食
品
で
は
、
主
力
商
品
で
あ
り
ま
す「
錦
爽
名

古
屋
コ
ー
チ
ン
」「
錦
爽
ど
り
」「
三
河
・
水
郷
赤
鶏
」が
全
国
各
地
域
の

飲
食
店
や
専
門
店
、ま
た
大
規
模
小
売
店
な
ど
で
美
味
し
い
と
高
い
評
価
を

頂
く
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。鮮
度
に
こ
だ
わ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、

当
社
が
守
り
続
け
て
き
た
外
剥
ぎ
手
ば
ら
し
方
式
が
美
味
し
さ
に
つ
な

新
年
の
ご
挨
拶

丸
ト
ポ
ー
ト
リ
ー
食
品
株
式
会
社

     

代
表
取
締
役
社
長     

平
田
　
享
司

が
っ
て
い
る
と
思
い
ま
す
。そ
の
取
扱
商
品
の
中
で
も
、
人
気
の
高
い
名
古
屋

コ
ー
チ
ン
は
、
愛
知
県
が
毎
年
の
３
月
１０
日
を
「
名
古
屋
コ
ー
チ
ン
の
日
」と

す
る
よ
う
日
本
記
念
日
協
会
に
登
録
申
請
し
て
い
ま
し
た
。こ
の
度
、

ブ
ラ
ン
ド
地
鶏
と
し
て
は
初
め
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
名
古
屋
コ
ー
チ
ン
は
、

明
治
３８
年
３
月
１０
日
に
国
産
実
用
品
種
に
認
定
さ
れ
た
事
が
記
念
日

と
し
て
の
理
由
で
す
。

　

丸
ト
ポ
ー
ト
リ
ー
食
品
も
一
般
社
団
法
人
名
古
屋
コ
ー
チ
ン
協
会（
全
国

2
9
7
会
員
）の
副
理
事
長
会
社
と
し
て
、価
値
観
の
啓
蒙
と
販
売
に
努
力

し
て
い
く
所
存
で
す
。
全
職
員
の
力
を
合
わ
せ
て
、
取
扱
す
べ
て
の
商
品
の

生
産
と
販
売
に
力
を
入
れ
て
行
き
ま
す
。今
後
と
も
ご
愛
顧
の
ほ
ど
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
旧
年
中
は
皆
様
方
に

大
変
お
世
話
に
な
り
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

鶏
卵
相
場（
M
サ
イ
ズ
加
重
）を
振
り
か
え
っ
て
み
ま
す
と
、平
成
25
年

1
月
〜
6
月 

1
7
1
円
／

㎏
、
7
月
〜
12
月 
2
1
7
円
／

㎏
、平
成
26
年

1
月
〜
6
月 

2
2
0
円
／

㎏
、
7
月
〜
12
月 

2
2
4
円
／

㎏
、平
成
27
年

1
月
〜
6
月 

2
1
7
円
／

㎏ 

7
月
〜
12
月 

2
3
9
円
／

㎏
、２
年
半
も
の
間
、

高
卵
価
が
続
き
ま
し
た
。し
か
し
な
が
ら
昨
年
１
月
〜
10
月
は
平
成
27
年

1
月
〜
10
月 

2
2
3
円
／

㎏
と
比
較
し
て
、
24
円
安
の
1
9
9
円
／

㎏
と

な
り
、
東
北
・
関
東
地
区
の
旺
盛
な
増
羽
の
影
響
が
出
始
め
た
た
め
と

思
わ
れ
ま
す
。
特
に
今
年
は
そ
の
影
響
が
強
く
出
て
、さ
ら
に
低
卵
価
の
年
に

な
ら
な
い
か
と
大
変
心
配
さ
れ
ま
す
。ま
た
日
銀
の
大
規
模
な
金
融
緩
和
が

続
い
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
小
売
り
や
外
食
の
現
場
で
は
値
下
げ
の

動
き
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。い
っ
た
ん
高
価
格
路
線
や
値
上
げ
に
舵
を
切
っ
た

の
に
消
費
者
の
将
来
へ
の
不
安
か
ら
の
節
約
志
向
に
阻
ま
れ
て
、
低
価
格

重
視
に
戻
り
再
び
デ
フ
レ
懸
念
の
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

65
歳
以
上
の
高
齢
者
人
口
は
総
人
口
に
占
め
る
割
合
が
27
％
、
実
に

４
人
に
1
人
が
高
齢
者
で
日
本
は
人
口
減
と
高
齢
化
が
進
ん
で
お
り
ま
す
。

新
年
の
ご
挨
拶

丸
ト
鶏
卵
販
売
株
式
会
社

     

代
表
取
締
役     

棚
橋
　
勉

卵
は
高
齢
者
に
と
っ
て
も
最
高
の
蛋
白
質
供
給
源
で
あ
り
、
各
種
の
ビ
タ

ミ
ン
・
ミ
ネ
ラ
ル
を
含
み
、
健
康
面
に
最
も
欠
か
せ
な
い
食
品
で
あ
る
こ
と
は

誰
も
が
認
め
る
と
こ
ろ
だ
と
思
い
ま
す
。ま
た
卵
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
問
題
が

消
費
拡
大
に
大
き
な
ネ
ッ
ク
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、「
卵
を
食
べ
て
も
血
液

中
に
循
環
し
て
い
る
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
の
レ
ベ
ル
に
対
し
て
殆
ど
何
も
影
響
を

与
え
な
い
」と
昨
年
厚
生
労
働
省
か
ら
発
表
さ
れ
ま
し
た
。こ
れ
は
大
変
な

朗
報
で
あ
り
、
卵
の
消
費
を
拡
大
で
き
る
余
地
は
ま
だ
ま
だ
大
き
い
と

思
い
ま
す
。

　

我
々
は
今
年
も
グ
ル
ー
プ
の
基
本
理
念
に
あ
る「
信
頼
さ
れ
る
グ
ル
ー
プ

で
あ
り
た
い
」を
胸
に
抱
い
て
皆
様
方
の
大
切
な
鶏
卵
を
ま
じ
め
に
一
生

懸
命
販
売
し
て
参
り
ま
す
。

　

今
年
は
皆
様
方
と
と
も
に
良
い
年
に
な
り
ま
す
様
に
期
待
致
し
ま
す
と

と
も
に
、
皆
々
様
の
更
な
る
ご
指
導
、
ご
鞭
撻
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

大寒のたまご

金福卵手箱
　本誌でも既にご紹介しているエムイーシーフーズの
金福卵手箱。金・銀・銅をあしらった燻製卵は、とても
縁起のよいデザインで、年始の贈答品にもぴったり。
お正月には酉年にちなんで、豊川稲荷 東京別院、
前橋厄除大師蓮花院、
足利厄除大師龍泉寺、
千葉厄除大師妙泉寺の
四寺にて、開運招福の願
いを込めて販売致します。

　大寒とは二十四節気のひとつで、寒（小寒の日から立春の
前日）の中日が大寒（大寒の日～立春の前日の期間という意味
もあります）で、1年で最も寒さが厳しい時期とされています。
　寒中に産まれたたまごは「寒卵」と呼ばれ、昔から、寒さが
厳しく産卵数が減るため1個のたまごに蓄える滋養分が多く
なることから、この寒卵を食べると1年間無病息災で暮らせると
いわれてきました。特に大寒の日に産まれたたまごを食べると、
金運や健康運が上昇するともいわれています。
　また、大寒の頃から鶏がたまごを産み始めるようになるため、
七十二候では大寒の時期の終わり頃を「鶏始乳（にわとりはじ
めてとやにつく）」と呼び、大寒のたまごは生気に満ち溢れた
縁起物とされてきました。
　今年の大寒は1月２０日。酉年のはじまりに、是非この縁起の良い大寒のたまごを召し上がって、1年の福と幸せを
呼び込んでみてはいかがでしょうか。お近くの産みたてたまご直売所などであればお手軽に手に入れられそうですね。

マルトグループ・アツミファーム

本宮山麓たまご村などの直売所で

産みたて・新鮮なたまごが

お求めいただけますよ♪

　謹んで新年のお慶びを申し上げます。

　さて、今年の干支は丁酉、畜産業界にとってはなじみの深い「とり」が主役の１年です。皆様には例年以上に、

美味しいたまごや鶏肉をたくさんお召し上がりいただきたいと思います。酉は、「取り込む」に繋がるといわれ、

運気や客を取り込めるということで、商売繁盛に繋がる年だといわれています。
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【図3】 レトルト加熱によるACE阻害活性の上昇

レトルト食肉の
高付加価値化の可能性？

品
に
求
め
ら
れ
る
機
能
に
は
3
つ
あ

り
、一つ
は
栄
養
素
と
し
て
の
一
次
機

能
、二
つ
目
は
お
い
し
さ
と
し
て
の
二
次
機

能
、そ
し
て
三
つ
目
は
、健
康
維
持
・
改
善
に

資
す
る
働
き
と
し
て
の
三
次
機
能（
機
能

性
）と
が
あ
る
と
さ
れ
、特
に
最
近
で
は
特

定
保
健
用
食
品
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
、

三
つ
目
の
機
能
で
あ
る
機
能
性
に
注
目
が

集
ま
って
い
ま
す
。当
研
究
室
で
は
、前
任
の

芳
賀
聖
一
先
生（
本
学
名
誉
教
授
）の
時
代

か
ら
、そ
う
は
いって
も
や
は
り
食
品
は
お
い

し
さ
が
大
切
と
い
う
こ
と
で
、三
次
機
能
だ

け
で
な
く
、二
次
機
能
も
強
く
意
識
し
て

お
り
、特
に
、良
質
な
タ
ン
パ
ク
質
源
で
あ
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、高
脂
肪
の
た
め
か
悪
者

扱
い
さ
れ
が
ち
な〝
お
肉
〞の
お
い
し
さ
と
健

康
に
及
ぼ
す
効
果
に
つ
い
て
精
力
的
に
研
究

し
て
き
ま
し
た
。特
に
最
近
は
、機
能
改
善
の

手
段
と
し
て
の
加
熱
、発
酵
、凍
結
と
いっ
た
伝

統
的
加
工
技
術
の
有
用
性
の
有
無
に
注
力
し

て
い
ま
す
。こ
こ
で
は
、古
く
て
新
し
い
食
品
加

工
技
術
で
あ
る〝
加
熱
〞、特
に
レ
ト
ル
ト
加
熱

が
食
肉
の
お
い
し
さ
や
機
能
性
に
及
ぼ
す
影
響

に
つい
て
み
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

年
、そ
の
利
便
性
や
安
全
性
等
か
ら

か
、レ
ト
ル
ト
食
品
の
需
要
が
高
ま
っ

て
い
ま
す
。特
に
最
近
は
昔
と
比
べ
て
味
も

よ
く
な
り
、レ
パ
ー
ト
リ
ー
も
増
加
の
一
途
を

辿
っ
て
い
ま
す
。と
は
い
え
、ま
だ
ま
だ
そ
の

味
や
食
感
は
満
足
い
く
も
の
ば
か
り
で
は
な

く
、特
に
熱
感
受
性
の
高
い
食
肉
で
は
、熱
に

よ
る
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
や
す
い
の
か
、そ
の
傾

向
が
強
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
、レ
ト

ル
ト
食
品
は
一
般
に
120
℃
を
超
え
る
高
温
・

高
圧
下
で
加
熱
さ
れ
る
た
め
、通
常
70
〜

80
℃
程
度
で
加
熱
さ
れ
る
食
肉
製
品
で
は
、

高
い
殺
菌
効
率
の
代
償
に
、成
分
が
過
度
に

変
性
し
た
り
、分
解
し
た
り
す
る
た
め
に
、

そ
の
嗜
好
性
が
低
下
す
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。ソ
ー
セ
ー
ジ
を
例
に
と
る
と
、食
肉
の
中

に
多
く
含
ま
れ
て
い
る
ミ
オ
シ
ン
や
ア
ク
チ
ン

と
いっ
た
筋
原
線
維
タ
ン
パ
ク
質
は
、適
切
な

加
熱
処
理
を
受
け
た
場
合
は
、良
好
な
三

次
元
網
目
構
造
を
呈
す
る
ゲ
ル
を
形
成
し
、

そ
れ
が
接
着
剤
の
よ
う
な
役
目
を
し
て

ジ
ュ
ー
シ
ー
で
弾
力
の
あ
る
お
い
し
い
ソ
ー

セ
ー
ジ
が
で
き
ま
す
が
、一
方
の
レ
ト
ル
ト
加

熱
の
よ
う
な
高
温
下
で
は
、筋
原
線
維
タ
ン
パ

ク
質
の
不
均
一
な
凝
集
、ひ
い
て
は
分
解
ま
で

特　集

は
じ
め
に

レ
ト
ル
ト
食
肉
の
お
い
し
さ

起
こ
り
、そ
う
いっ
た
好
ま
し
い
食
感
が
得
ら

れ
に
く
い
こ
と
が
分
か
って
い
ま
す【
図
１
】。そ

の
結
果
、保
水
性
の
低
い
、パ
サ
パ
サ
、ぼ
そ
ぼ
そ

し
た
食
感
の
製
品
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
し
、

水
分
を
ロ
ス
す
る
と
い
う
こ
と
は
、水
溶
性
の

呈
味
成
分
や
栄
養
成
分
、ひ
い
て
は
機
能
性
成

分
ま
で
も
ロ
ス
す
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

現
状
と
し
て
は
、何
ら
か
の
副
素
材
を
添
加
す

る
こ
と
で
、こ
れ
を
カ
バ
ー
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
が
、高
温
下
で
の
筋
原
線
維
タ
ン
パ
ク
質
の

変
性
、分
解
機
構
が
よ
り
詳
細
に
理
解
さ
れ

れ
ば
、〝
他
〞の
も
の
に
頼
る
こ
と
な
く
、レ
ト
ル

ト
食
肉
の
物
性
を
制
御
で
き
る
こ
と
に
な
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

述
し
た
よ
う
に
、レ
ト
ル
ト
食
肉
の
食

感
低
下
は
、過
度
な
加
熱
に
よ
る
タ
ン

パ
ク
質
分
解
も
影
響
し
、こ
の
こ
と
は
好
ま
し

い
食
感
の
発
現
に
お
い
て
は
ま
さ
し
く
デ
メ

リ
ッ
ト
と
な
り
、こ
れ
は
こ
れ
で
解
決
す
べ
き

課
題
で
あ
る
が
、そ
の
一
方
で
少
し
視
点
を
変

え
て
み
る
と
、そ
も
そ
も
大
量
に
含
ま
れ
る
肉

の
タ
ン
パ
ク
質
の
分
解
に
よ
っ
て
何
ら
か
の〝
機

能
性
〞を
も
っ
た
ペ
プ
チ
ド
が
豊
富
に
派
生
し

て
く
る
可
能
性
も
あ
る
と
い
う
興
味
深
い
見

方
も
で
き
ま
す【
図
2
】。実
際
に
国
が
そ
の

－古くて新しい“加熱”の意義－

名城大学 農学部 応用生物化学科
食品機能学研究室

教授

効
果
を
認
め
る
特
定
保
健
用
食
品
の
中

に
、数
個
の
ア
ミ
ノ
酸
か
ら
な
る
低
分
子
ペ

プ
チ
ド
を
有
効
成
分
と
す
る
も
の
が
数
多

く
存
在
し
、筆
者
ら
は
こ
の
デ
メ
リ
ッ
ト
を

メ
リ
ッ
ト
に
と
い
う
発
想
の
転
換
で
、レ
ト
ル

ト
加
熱
を
施
し
た
食
肉
の
機
能
性
を
調
べ

た
と
こ
ろ
、対
照
区
で
あ
る
通
常
の
ソ
ー

セ
ー
ジ
と
比
較
し
て
、有
意
に
遊
離
ア
ミ
ノ

酸
、ペ
プ
チ
ド
の
量
が
増
え
、さ
ら
に
血
圧

上
昇
抑
制
効
果
のin

vitro

指
標（
注
1
）

で
あ
る
ア
ン
ジ
オ
テ
ン
シ
ン
変
換
酵
素

（
A
C
E
）阻
害
活
性
も
上
昇
す
る
こ
と

を
見
出
し
ま
し
た【
図
3
】。昨
春
、動
物

実
験
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
で
あ
る
長
澤
助
教
が

着
任
し
ま
し
た
の
で
、今
後
はin

vivo

評

価（
注
2
）に
も
力
を
注
ぎ
ま
す
。こ
う
い
っ

た
基
礎
知
見
を
蓄
積
し
、有
用
ペ
プ
チ
ド

を
多
く
含
ん
だ
機
能
性
レ
ト
ル
ト
食
肉
製

品
の
開
発
等
、安
全
で
、お
い
し
く
て
、身
体

に
い
い
、三
拍
子
そ
ろ
っ
た
高
機
能
な
食
品

の
開
発
が
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

林 利哉

レ
ト
ル
ト
食
肉
の
機
能
性
？

食

近

前

（
注
1
）in

vitro

（
イ
ン
ビ
ト
ロ
）と
は
、〝
試
験
管

内
で（
の
）〞と
い
う
意
味
で
、試
験
管
や
培

養
器
な
ど
の
中
で
試
験
す
る
こ
と
。

（
注
2
）in

vivo

（
イ
ン
ビ
ボ
）と
は
、〝
生
体
内
で

（
の
）〞と
い
う
意
味
で
、マ
ウ
ス
な
ど
の
実

験
動
物
を
用
い
て
試
験
す
る
こ
と
。

レトルト加熱（120℃）

通常加熱（70℃）

未加熱

阻害活性（units/g meat）
0 10 20 30 40

500

250

通常加熱
（70℃）

レトルト加熱
（120℃）

0

476.5

85.9 *（p<0.05）

ゲ
ル
強
度（
J/
㎥
）

ゲル強度と緻密性の低下

100200→

42→

6.5→

110 120 130 140

（kDa）

（℃）

（藤田ら、食料工誌（2006））

【図１】 レトルト加熱による筋原線維タンパク質ゲルの強度、
ミクロ構造の緻密性の低下

【図2】 加熱温度の上昇に伴う低分子量領域の
染色強度の増加→タンパク質の分解
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年
、欧
米
よ
り
多
産
系
母
豚
が
導
入
さ
れ
、普
及
が
進
ん
で
い
ま
す
。以
前
、

種
豚
セ
ン
タ
ー
の
育
種
改
良
に
つい
て
の
記
事
に
も
あ
り
ま
し
た
が（
プ
レ
ス
リ
ッ
ツ

Vol
　
、2
0
1
4
）弊
社
の
種
豚「
サ
ー
テ
ィ
ー
」に
お
い
て
も
産
子
数
増
加
を
指
標
の

1
つ
と
し
て
育
種
改
良
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

近56

「母豚の多産 化における人工乳の重要性」「母豚の多産 化における人工乳の重要性」
社
テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
の
サ
ー
テ
ィ
ー

で
も
、本
年
4
月
か
ら
9
月
ま
で
の
期
間
内

で
1
腹
平
均
の
総
産
子
数
が
13.9
頭
と
5
年
前

（
2
0
1
1
年
）の
12.7
頭
か
ら
1. 2
頭
増
加
し
て

い
ま
す
。

　
そ
の
反
面
、産
子
数
が
増
え
る
と
生
時
体
重
が

小
さ
く
な
り
、離
乳
体
重
の
低
下
に
つ
な
が
り
ま

す
。そ
の
た
め「
人
工
乳
の
役
割
」が
重
要
と
な
っ
て

き
ま
す
。め

て
人
工
乳
の
基
本
的
な
役
割
と
は
何
か

を
考
え
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。わ
か
り
や

す
く
言
う
と「
哺
乳
中
：
母
乳
の
サ
ポ
ー
ト
と
飼
料

へ
の
馴
致
」、「
離
乳
後
：
子
豚
の
唯
一の
栄
養
源
」

と
い
う
言
葉
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。

豚
の
産
子
数
が
上
が
り
、哺
乳
頭
数
が
増

え
る
と
、母
乳
だ
け
で
は
不
十
分
と
な
り
、

母
乳
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
栄
養
源
が
さ
ら
に
必
要
と

な
り
ま
す
。そ
し
て
、私
ど
も
が
最
も
重
要
だ
と

考
え
て
い
る
の
が
飼
料
へ
の
馴
致
で
す
。哺
乳
中
の

飼
料
給
与
の
有
無
が
離
乳
後
の
飼
料
摂
取
開
始

ま
で
の
時
間
に
影
響
す
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
て
い

ま
す（Bruinix

et
al.2002

）。離
乳
後
の
飼
料
摂

取
量
は
、そ
の
後
の
子
豚
の
成
長
に
大
き
く
影
響
し

ま
す
の
で
、離
乳
後
の
飼
料
摂
取
開
始
ま
で
の
時
間
の

短
い
方
が
良
く
な
り
ま
す
。

然
、離
乳
後
は
母
乳
か
ら
の
栄
養
が
な
く
な

り
、人
工
乳
の
み
が
子
豚
の
栄
養
源
と
な
り
ま

す
。「
離
乳
」は
豚
の
一
生
の
中
で
最
大
と
も
言
え
る

ス
ト
レ
ス
で
あ
り
、飼
料
摂
取
量
の
低
下
、最
悪
の
場

合
は
長
期
の
絶
食
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。摂
取
量
の

低
下
や
絶
食
は
子
豚
の
成
長
の
停
滞
を
も
た
ら
し
ま

す
。そ
の
要
因
の
1
つ
と
し
て
腸
管
内
の
腸
絨
毛
萎

縮
が
あ
り
ま
す
。腸
絨
毛
が
萎
縮
し
た
状
態
で
は
ス

ト
レ
ス
か
ら
立
ち
直
っ
た
豚
も
十
分
に
栄
養
素
を
体

内
に
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
現
在
の
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
シ
リ
ー
ズ
は
腸
絨
毛
の
発
達
を

サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
を
重
視
し
、嗜
好
性
の
向
上
と

腸
内
環
境
の
維
持
を
コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
開
発
し
ま

し
た
。

の
よ
う
な
背
景
の
中
、2
つ
の
新
た
な
コ
ン
セ
プ

ト
を
持
つ
新
製
品
を
昨
年
12
月
に
発
売
し

ま
し
た
。

弊改

当こ

母

Close
Up!

テ
ク
ニ
カ
ル
セ
ン
タ
ー

文

大
串
　
淳

＊

　
今
回
の
新
製
品
の
発
売
に
よ
り
人
工
乳
の
ラ
イ
ン

ナ
ッ
プ
を
充
実
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。皆
様
の

飼
養
環
境
・
状
況
に
合
わ
せ
て
お
選
び
い
た
だ
け
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
製
品
の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
弊
社
担
当
営
業
に

お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。

　「
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
２.０
」シ
リ
ー
ズ
の
コ
ン
セ
プ
ト
は

「
強
化
と
効
率
化
」で
す
。嗜
好
性
の
向
上
と
腸
内

環
境
の
維
持
と
い
う
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
シ
リ
ー
ズ
の
コ
ン

セ
プ
ト
を
引
き
継
ぎ
、さ
ら
な
る
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ

を
目
指
し
開
発
し
ま
し
た
。

　
1
つ
め
の
強
化
と
効
率
化
は「
ア
ミ
ノ
酸
」で
す
。

群
の
中
で
小
さ
く
、飼
料
摂
取
量
が
少
な
い
個
体
で

も
必
要
ア
ミ
ノ
酸
が
確
保
で
き
る
よ
う
ア
ミ
ノ
酸
の

強
化
を
行
い
ま
し
た
。さ
ら
に
リ
ジ
ン
と
他
の
ア
ミ
ノ

酸
の
比
率
を
改
良
す
る
こ
と
に
よ
り
効
率
良
く

ア
ミ
ノ
酸
を
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
2
つ
め
の
強
化
と
効
率
化
は「
エ
ネ
ル
ギ
ー
」

で
す
。既
に
現
行
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
シ
リ
ー
ズ
で
は
中
鎖

脂
肪
酸
と
グ
ル
コ
ー
ス
を
使
用
し
て
い
ま
す
が
、離
乳

子
豚
で
は
、デ
ン
プ
ン
の
消
化
に
関
わ
る
ア
ミ
ラ
ー
ゼ

や
マ
ル
タ
ー
ゼ
の
活
性
が
十
分
で
は
な
い
の
で
、よ
り

効
率
化
を
図
る
た
め

グ
ル
コ
ー
ス
の
配
合
を

高
め
ま
し
た
。グ
ル

コ
ー
ス
は
消
化
酵
素

を
介
さ
ず
に
直
接
吸

収
さ
れ
る
た
め
、速
や

か
、か
つ
効
率
的
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
源
と
な
り

ま
す
　
　
　 

。

　「
V
sp
e
c
」シ
リ
ー
ズ
の
コ
ン
セ
プ
ト
は「
腸
管
の

発
達
サ
ポ
ー
ト
」で
す
。動
物
性
原
料
を
消
化
の
良
い

植
物
性
原
料
に
置
き
換
え
る
こ
と
で
、植
物
性
原
料

に
対
す
る
馴
致
と
植
物
性
原
料
に
含
ま
れ
る
繊
維
質

に
よ
る
大
腸
発
酵
の
促
進
を
目
指
し
ま
し
た
。大
腸

発
酵
に
よ
り
酪
酸
、プ
ロ
ピ
オ
ン
酸
等
の
低
級
脂
肪
酸

（
短
鎖
脂
肪
酸
）が
生
成
さ
れ
、生
成
さ
れ
た
低
級
脂

肪
酸
は
腸
絨
毛
の
栄
養
源
と
な
り
ま
す
。さ
ら
に
、

こ
れ
ら
低
級
脂
肪
酸
は
腸
管
内
を
酸
性
化
し
、腸
内

環
境
を
整
え
る
事
が
期
待
さ
れ
ま
す
。「
V
s
p
e
c
」

シ
リ
ー
ズ
で
は
腸
管
の
発
達
に
よ
り
、摂
取
し
た
飼
料

を
効
率
よ
く
栄
養
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　「
V
s
p
e
c
」シ
リ
ー
ズ
で
は
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
シ
リ
ー

ズ
と
は
異
な
る
給
与
体
系
を
採
用
し
　
　
、さ
ら

に
形
状
も
パ
ー
テ
ィ
ク
ル
シ
リ
ー
ズ
と
比
べ
粗
粒
化

し
、大
規
模
養
豚
場
で
の
使
い
や
す
さ
を
重
視
し
、流

動
性
を
高
め
ま
し
た
。

図
1.
2

図
3

図1 子豚の小腸内で作用する主な消化酸素の活性の推移図2 デンプンの消化のイメージ図3 給与体系比較
2
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0 0
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（亀高ら, 1994）
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消
化
酵
素
の
活
性

（
8
週
齢
を
1
と
し
た
相
対
値
）

リパーゼ
（脂肪）

トリプシン
（蛋白）

スクラーゼ
（ショ糖）

マルターゼ
（麦芽糖）
マルターゼ
（麦芽糖）

アミラーゼ
（デンプン）
アミラーゼ
（デンプン）

キモトリプシン
（蛋白）

ラクターゼ
（乳糖）

「
V
s
p
e
c
」シ
リ
ー
ズ

「
パ
ー
テ
ィ
ク
ル

」シ
リ
ー
ズ

２.０

10 9

パーティクル2.0

①人工乳餌付 ②人工乳前期 ③人工乳中期 ④人工乳後期

4.5kg（15日齢）

7.5kg（27日齢） 10kg（35日齢） 14kg（45日齢）

パーティクル2.0餌付

8.5kg（30日齢） 12.5kg（40日齢）

V spec

パーティクル2.0前期
パーティクル2.0中期

V spec 餌付
V spec 前期

V spec 中期

①人工乳餌付 ③人工乳中期 ④人工乳後期②人工乳前期

離乳

離乳

デンプン

アミラーゼ

マルターゼ

マルトース
（麦芽糖）

グルコース
（ぶどう糖）

分解

分解

離乳
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